
貸 借 対 照 表 

                             2024年 3月 31日現在                    （単位：千円） 
 

科   目 金   額 科   目 金   額 

 （資産の部）  （負債の部）  

流 動 資 産 101,256 流 動 負 債 2,579 

 現 金 預 金 98,827  未払法人税等 185 

 預  け  金 2,395  預  り  金 2,394 

 その他の流動資産 34   

    負  債  計 2,579 

      

  （純資産の部）   

  株 主 資 本 98,676 

   資  本  金 100,000 

    利 益 剰 余 金 △1,323 

     その他利益剰余金 △1,323 

      繰越利益剰余金 △1,323 

     純 資 産 計 98,676 

       

  資 産 合 計 101,256   負債・純資産合計 101,256 

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

個 別 注 記 表 
 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 １．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

  消費税等の会計処理 

    消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

  グループ通算制度の適用 

阪急阪神ホールディングス株式会社を通算親法人とするグループ通算制度の適

用を受けております。 

 

Ⅱ．その他の注記 

 企業結合・事業分離に関する注記 

  共通支配下の取引等 

  （会社分割） 

２０２４年４月１日付で六甲山観光株式会社を吸収分割会社、当社を吸収分

割承継会社とする吸収分割を行い、観光事業を当社に承継すると同時に、六

甲山観光株式会社は神戸六甲鉄道株式会社に、当社は六甲山観光株式会社に

それぞれ商号変更します。  

  

１．企業結合の概要 

 （１）対象となった事業の名称及び当該事業の内容 

    観光事業 

 （２）企業結合日 

    ２０２４年４月１日 

 （３）企業結合の法的形式 

    六甲山観光株式会社を吸収分割会社とし、当社を吸収分割承継会社と

する吸収分割 

 （４）その他取引の概要に関する事項 

    六甲山観光株式会社は第二種鉄道事業者として六甲ケーブルの運行・

設備管理等運輸事業に特化し、また、当社は観光事業に特化すること

で六甲山の魅力向上を図ることを目的としております。 

 

   ２．実施する会計処理の概要 

    「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第２１号 平成３１年１月１

６日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」

（企業会計基準適用指針第１０号 平成３１年１月１６日）等に基づき、共

通支配下の取引として処理します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


